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市
長
安
村
蔦

つ
つ
し
ん
で
市
民
の
み
な
さ
堂
に
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
全
す
。

昭
和
三
十
六
年
も
諸
事
多
端
の
う
ち
に
あ
わ
た

だ
し
く
過
ぎ
去
り
こ
こ
に
希
望
多
含
昭
和
三
十
七

年
の
新
春
を
迎
え
弐
し
た
こ
と
淀
ま
ず
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
・

私
は
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

山
積
す
る
事
業
の
遂
行
に
努
力
致
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
幸
い
、
市
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
か
つ
、
市
議
会
の
非
常
蔵
ご
支
援

に
よ
り
ま
し
て
、
そ
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
い
さ

さ
か
達
成
出
来
全
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
蜜
す
。

さ
て
、
市
の
重
点
施
策
と
い
た
し
て
お
り
ま
す

事
業
に
つ
き
注
し
て
は
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て

こ
こ
数
年
来
非
常
な
躍
進
を
示
し
て
お
り
全
す
が

な
お
今
後
と
も
こ
れ
ら
重
点
事
業
の
整
備
擴
充
に

向
か
っ
て
と
ん
心
の
努
力
を
傾
注
い
た
し
て
註
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
重
点
の
お
き
ど

こ
ろ
は
あ
る
に
し
て
も
、
住
民
自
治
の
本
旨
に
そ

っ
た
広
い
視
野
か
ら
、
市
政
の
運
営
が
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
広
く
民
意
を
反
映

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
ご
理

解
あ
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
わ
た
く
し
の
賑
責

を
十
分
に
果
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
全
す
の
で

な
に
と
ぞ
変
わ
ら
ざ
る
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
わ

り
た
い
と
存
ず
る
し
だ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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矛
四
回
市
議
会
定
例
会
は
去

る
十
二
月
十
八
日
に
開
会
さ
れ

会
期
を
五
日
間
と
き
め
た
あ
と

報
告
四
件
議
案
八
件
、
請
願
陳

情
な
ど
に
つ
い
て
活
溌
な
審
議

が
行
は
れ
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
て
同
二
十
二
日
閉
会
ま
し

主
し
た
主
な
事
件
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
あ
り
ま
十
。

一
、
報
告
才
四
号
昭
和
三
十

五
年
度
高
萩
市
才
入
才
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

Ⅲ
限
町
ｂ
ｏ
ｂ
ｏ
児
、
０
０
Ⅲ
Ⅱ
洲
ｈ
川
叩
‐
巳
０
具
詞
、
‐
凪
Ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ
ｎ
ｎ
、
‐
Ｆ
、
０
＄
、
’
、
腿
Ⅲ
咽
ぶ
肋
叩
叩
暇
咽
駅
甲
駅
砂
Ⅱ
Ⅲ
０
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
健
康

で
昭
和
三
十
七
年
の
新
春
を
お

迎
え
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、

誠
に
お
目
出
た
く
慶
賀
に
た
え

ま
せ
ん
。

あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
さ
っ
た

三
十
六
年
を
か
え
り
見
ま
す
と

引
き
続
い
た
各
小
中
学
校
々
舎

市
営
住
宅
の
建
設
、
市
内
道
路

の
補
装
、
農
林
道
の
新
設
、
又

オ4回
雲蕊溌#麺

企
業
誘
致
条
例
を
制
定

そ
の
他
七
案
件
を
可
決

一
、
報
告
矛
五
号
昭
和
三
十

五
年
度
高
萩
市
都
市
計
画
事
業

費
才
入
才
出
決
算
認
定
に
つ
い

て一
、
報
告
才
六
号
昭
和
三
十
五

年
度
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
事

業
費
才
入
才
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

一
、
報
告
才
七
号
昭
和
三
十
五

年
度
高
萩
市
と
畜
場
費
才
入
才

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

一
、
議
案
矛
六
○
号
昭
和
三

煙
Ｔ
仙
川
ｈ
Ⅲ
呼
侭
鄙
愚
領
、
Ⅱ
型
ｈ
ｕ
Ｔ
Ｆ
争
釈
砂
が
Ⅱ
波
Ⅲ
Ⅲ
ぱ
い
小
芋
咽
ぶ
Ⅲ
Ⅱ
邸
、
Ⅱ
い
い
眼
。

は
改
修
等
、
い
ろ
い
ろ
の
事
業

が
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
な

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
我
之
の
夢
は
多
い
。
今
後
来

る
年
も
、
来
る
年
も
張
り
切
っ

て
こ
の
夢
を
実
現
に
努
力
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
先
ず
高
等
工
業
学
校

の
建
設
、
駅
の
東
西
を
結
ぶ
連

絡
道
の
設
定
、
ダ
ム
建
設
の
促

進
、
僻
地
診
療
所
の
開
設
、
ヘ

ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
促
運
、

口
年
頭
の
こ
と
ば

市
議
会
会
議
長
欠
代
光
史

十
六
年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追

加
更
正
予
算
に
つ
い
て

今
回
追
加
額
は
九
、
四
三
九
千

円
で
、
昭
和
三
十
六
年
度
市
の

総
予
算
額
は
三
億
二
千
三
百
五

十
三
万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た

一
、
議
案
汁
六
一
号
昭
和
三

十
六
年
度
高
萩
市
国
民
健
康
保

険
事
業
費
才
入
才
出
追
加
更
正

予
算
に
つ
い
て

今
回
の
追
加
額
は
三
、
三
五
七

千
円
で
総
予
算
額
は
二
三
、
六

三
二
千
円
と
な
り
車
し
た
。

一
、
議
案
矛
六
二
号
高
萩
市
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
件
は
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
現
行
市
税
条
例
の
う

ち
市
民
税
に
関
す
る
部
分
の
改

正
事
項
で
あ
っ
て
従
来
市
税

の
所
得
割
額
の
算
出
は
す
べ
て

所
得
税
を
基
準
と
し
て
算
出
さ

叩
い
虫
よ
よ
申
由
Ⅲ
叩
陥
Ⅱ
Ｊ
酌
み
四
＄
腿
Ⅱ
幻
、
Ⅱ
餌
ふ
ふ
訣
融
畿
助
Ⅶ
口
陥
Ⅱ
哩
哩
罰
酌
閥
Ⅱ
訳

海
岸
堤
防
の
完
結
、
中
央
公
民

館
の
建
設
、
し
尿
処
理
、
そ
の

他
衛
生
設
備
の
完
備
等
継
続
事

業
の
進
展
と
相
ま
っ
て
ぜ
ひ
実

現
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す

現
在
市
の
全
予
算
は
三
億
二

千
万
で
そ
の
う
ち
市
税
収
入
は

九
千
七
百
万
円
で
す
が
、
こ
の

市
税
の
中
に
占
め
る
パ
ル
プ
会

社
よ
り
の
税
も
二
千
万
余
と
な

り
こ
れ
も
遠
か
ら
ず
五
千
万
余

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
前
途

れ
た
の
で
あ
る
が
今
回
の
改
正

に
よ
っ
て
各
人
の
総
所
得
金
額

か
ら
法
で
定
め
ら
れ
た
控
除
額

（
基
礎
、
扶
養
、
各
種
保
険
料

医
療
費
雑
損
控
除
等
）
を
控
除

し
た
額
に
所
定
の
税
率
を
乗
じ

て
所
得
割
額
方
一
算
出
す
る
様
改

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
議
案
才
六
三
号
茨
城
県

市
町
村
消
防
団
員
公
務
災
害
補

償
組
合
規
約
の
一
部
改
正
に
つ

い
て本

件
は
前
記
組
合
規
約
の
一

部
改
正
で
そ
の
骨
子
は
障
害
保

償
を
二
段
階
に
分
け
今
ま
で
一

本
で
あ
っ
た
も
の
が
矛
一
種
障

害
補
償
と
矛
二
種
障
害
補
償
の

二
段
階
に
す
る
た
め
の
決
議
事

項
で
あ
る

一
、
議
案
矛
六
四
号
路
線
の

認
定
に
つ
い
てＩ

に
は
光
明
が
見
い
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
幸
い
大
高
鈴
木
両
先

生
を
初
め
市
の
有
力
者
及
び
関

係
官
庁
の
ご
指
導
も
あ
り
市
議

会
は
市
政
に
対
し
て
は
超
党
派

で
真
剣
に
、
し
か
も
実
に
円
満

に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
施

策
に
当
っ
て
は
理
事
者
に
絶
大

な
協
力
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
市
民
各
位
の
絶
大
な
ご

協
力
が
あ
り
ま
す
か
ら
鬼
に
金

棒
で
す
。
大
い
に
頑
張
っ
て
見

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
方

の
い
っ
そ
う
の
ご
指
導
ご
鞭
燵

を
懇
願
申
上
げ
ま
す
。

最
後
に
市
勢
の
益
交
発
展
と

市
民
の
各
立
の
ご
隆
昌
を
祈
念

し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
議
会
の
申
合
せ
に
よ
る
一

年
交
替
制
議
長
選
を
め
ぐ
っ
て

さ
る
十
二
月
五
日
に
市
議
会
臨

時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

始
め
に
前
議
長
小
松
正
治
氏

か
ら
の
議
長
辞
転
に
つ
い
て
許

可
を
し
、
直
ち
に
議
長
選
挙
を

行
っ
た
。
選
挙
は
投
票
に
よ
っ

て
行
わ
れ
そ
の
結
果
多
数
を
も

っ
て
矢
代
光
史
氏
が
議
長
に
当

選
し
ま
し
た
。
つ
型
い
イ
前
副

議
長
矢
代
良
三
氏
の
辞
任
に
伴

う
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
投
票

の
結
果
鈴
木
好
之
氏
が
副
議
長

に
当
選
し
ま
し
た
。

つ
■
い
て
市
議
会
常
任
委
員

の
十
一
月
二
十
七
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
に
つ
き
そ
の
選
任
を

行
い
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た

総
務
委
員
会

委
員
長
石
安
太
郎

本
件
は
す
で
に
区
画
整
理
を

完
了
し
た
東
地
区
の
路
線
に
つ

い
て
市
長
が
認
定
す
る
為
に
は

議
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
の

で
そ
の
事
件
決
議
事
項
で
あ
る

一
、
議
案
矛
六
五
号
高
萩
市

企
業
誘
致
条
例
制
定
に
つ
い
て

本
件
は
従
来
よ
り
あ
っ
た
工

場
誘
致
条
例
を
瘤
止
し
て
新
た

に
企
業
誘
致
等
例
を
制
定
す
る

も
の
で
そ
の
骨
子
と
す
る
と
こ

ろ
は
従
来
の
工
場
誘
致
条
例
で

は
新
し
く
誘
致
さ
れ
た
工
場
の

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
三
ヶ
年

間
は
減
免
措
置
を
と
っ
て
い
た

’市
議
会
臨
時
会

議
長
に
欠
代
光
史
氏

副
議
長
に
鈴
木
好
之
氏

副
委
員
長
真
鍋
博

委
貝
小
松
正
治

鈴
木
道
雄
中
島
豊

沼
田
保
藤
井
実

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長
舟
生
一
郎

副
委
員
長
田
所
幸
男

委
員
大
和
田
知
之

鈴
木
獣
大
久
保
清

平
山
俊
郎
田
那
辺
正
男

経
済
委
員
会

委
員
長
鈴
木
藤
雄

副
委
員
長
豊
田
克
美

鈴
木
好
之
大
部
重
高

大
部
薫
川
松
光
彦

渡
辺
伝
棚
谷
立
夫

建
設
委
員
会

委
員
長
作
山
巌

副
委
員
長
穂
積
政
次

委
員
豐
油
武
門

吉
田
秀
吉
矢
代
良
三

渡
辺
東
治
上
田
助
重

も
の
で
あ
る
が
今
回
制
定
の
条

例
で
は
そ
れ
を
奨
励
措
置
（
即

ち
固
定
資
産
税
を
賦
課
し
た
の

ち
に
そ
の
課
税
範
囲
内
に
於
い

て
奨
励
金
と
し
て
交
付
す
る
も

の
）
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

一
、
高
萩
市
定
期
監
査
報
告
に

つ
い
て
本
件
は
地
方
自
治
法
矛

一
九
九
条
矛
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
市
の
す
べ
て
の
事
務
執
行

状
況
に
関
し
定
期
監
査
を
行
っ

た
そ
の
結
果
を
報
告
し
議
会
の

承
認
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
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国
民
年
金
制
度
に
対
し
て
は

発
足
前
よ
り
、
老
令
年
金
の
支

給
開
始
年
令
が
お
そ
過
ぎ
る
と

か
、
年
金
を
受
け
る
前
に
死
亡

し
た
場
合
の
保
険
料
は
か
け
捨

て
に
な
る
と
か
、
障
害
、
母
子

年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
資

格
期
間
が
長
す
ぎ
る
と
か
云
っ

た
批
判
や
改
善
の
要
望
が
国
民

の
各
層
よ
り
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
般
こ
れ
ら
の
要

望
に
応
え
て
国
民
年
金
法
が
大

幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

①
老
令
年
金
の
繰

上
げ
支
給

老
令
年
金
の
支
給
が
開
始
さ

れ
る
年
令
は
、
従
来
六
五
才
と

な
っ
て
お
り
ま
し
だ
が
六
五
才

で
は
お
そ
過
ぎ
る
と
の
声
も
強

か
っ
た
の
で
、
早
期
受
給
を
希

望
す
る
被
保
険
者
に
は
六
○
才

か
９
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
六
五
才
よ
り
年
金
を

受
け
る
資
格
を
有
す
る
人
は
、

六
○
才
よ
り
希
望
す
れ
ば
何
時

で
も
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

但
し
こ
の
場
合
の
年
金
額
は

多
少
減
額
さ
れ
、
六
○
才
で
年

金
を
受
け
る
場
合
は
、
六
五
才

よ
り
支
給
さ
れ
る
年
金
額
の
約

六
割
程
度
で
六
四
才
で
希
望
す

る
場
合
は
約
九
割
程
度
の
年
金

額
に
な
り
ま
す
。

②
特
例
に
よ
る
老
令

年
金
の
創
設

保
険
料
の
免
除
期
間
が
長
か

っ
た
た
め
、
保
険
料
を
一
○
年

以
上
納
付
す
る
こ
と
の
出
来
な

か
っ
た
被
保
険
者
に
は
、
拠
出

制
の
老
令
年
金
は
支
給
さ
れ

ず
、
七
○
才
か
ら
老
令
福
祉
年

金
が
支
給
さ
れ
、
そ
の
者
が
三

年
以
上
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
と
き
は
、
三
年
分
を
超
え
る

保
険
料
は
還
付
さ
れ
る
こ
と
典

な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
の
改
正
で
は
、

こ
の
よ
う
な
免
除
期
間
の
長
い

低
所
得
の
人
炎
に
対
す
る
年
金

保
障
を
厚
く
す
る
た
め
、
保
険

料
の
還
付
に
か
え
て
拠
出
制
の

老
令
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
免
除
期
間
が
長
く
て

も
保
険
料
納
付
済
期
間
が
一
年

以
上
あ
る
者
に
は
六
五
才
よ
り

六
九
才
ま
で
の
五
年
間
、
特
別

に
拠
出
制
の
老
令
年
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

こ
の
人
達
は
、
も
ち
ろ
ん
七

○
才
よ
り
老
令
福
祉
年
金
が
文

給
さ
れ
ま
す
が
、
特
例
に
よ
る

老
令
年
金
の
額
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
異
な
り

一
年
以
上
四
年
未
満
が
五
、
○

○
○
円
四
年
以
上
七
年
未
満
が

七
、
○
○
○
円
七
年
以
上
の
場

合
が
九
、
○
○
○
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

③
準
母
子
年
金
制

度
の
創
設

祖
母
が
孫
を
養
っ
て
い
た
り

姉
が
弟
妹
を
養
っ
て
い
る
よ
う

な
母
子
世
帯
と
同
様
の
状
態
に

あ
る
準
母
子
世
帯
に
対
し
て
も

年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
準
冊
子
年
金
は
、
次
の

様
な
祖
母
や
姉
が
、
母
子
年
金

の
受
給
資
格
期
間
を
満
し
て
い

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

㈹
夫
に
死
別
し
た
祖
母
が

孫
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
と
き
。

㈲
息
子
が
死
亡
し
て
、
配

偶
者
の
い
な
い
祖
母
が
孫

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
と
、
き
。

内
夫
に
死
別
し
た
姉
が
弟

妹
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
と
ぎ
。

目
父
又
は
祖
父
が
死
亡
し

て
、
子
叉
は
孫
で
あ
る
独

身
の
姉
が
弟
妹
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
と
き
。

但
し
こ
の
孫
又
は
弟
妹
は
十

八
才
未
満
か
二
○
才
未
満
の
身

体
障
害
の
子
で
あ
っ
て
、
父
が

な
く
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

④
死
亡
一
時
金
制

度
の
創
設

保
険
料
を
か
け
て
年
金
が
支

給
さ
れ
な
い
ま
ふ
死
亡
し
た
と

き
は
、
か
け
捨
て
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
云
っ
た
不
満
の
声

に
答
え
て
、
死
亡
一
時
金
制
度

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
保
険
料
を
三
年
以
上

納
め
た
人
が
、
国
民
年
金
か
ら

何
の
給
付
も
受
け
ず
に
死
亡
し

た
時
は
遺
族
に
死
亡
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
、
こ
の
一
時
金

を
受
け
る
こ
の
出
来
る
遺
族
は

配
偶
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
兄
弟
姉
妹
で
死
亡
者
と
一
緒

に
生
活
し
て
い
た
者
に
限
ら
れ

ま
す
。こ

の
死
亡
一
時
金
を
受
け
る

こ
と
の
出
来
る
遺
族
の
順
位
は

前
記
に
順
位
に
よ
り
ま
す
が
、

同
順
位
者
が
二
人
以
上
い
る
と

き
は
、
一
人
に
一
時
金
を
支
給

す
る
と
全
員
に
支
給
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

一
時
金
の
額
は
保
険
料
納
付

済
期
間
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が

最
低
五
、
○
○
○
円
か
ら
最
高

五
二
、
○
○
○
円
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

準
母
子
年
金
の
甑
は
母
子
年

今
の
額
と
同
じ
で
、
最
低
一

九
、
二
○
○
円
か
ら
最
高
二

五
、
八
○
○
円
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
孫
叉
は
弟
妹
が

二
人
以
上
い
る
と
き
は
、
二
人

目
か
ら
四
、
八
○
○
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

⑤
障
害
、
母
子
、

準
母
子
、
這
兒

年
金
受
給
資
格

期
間
の
短
縮

従
来
こ
れ
等
の
年
金
の
支
給

を
受
け
る
た
め
に
は
、
最
低
三

年
間
の
保
険
料
を
納
付
（
こ
の

う
ち
一
年
半
は
免
除
で
も
よ

い
）
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
不
幸
な
人
に

少
し
で
も
早
く
拠
出
制
の
年
金

を
支
給
し
て
、
そ
の
生
活
を
保

障
す
る
た
め
、
最
低
一
年
間
保

険
料
を
納
付
し
て
い
れ
ば
、
こ

れ
等
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
合
の
年
金
額
は
拠
出

制
の
年
金
額
が
該
当
し
、
一
級

障
害
が
三
○
、
○
○
○
円
、
二

級
障
害
が
二
四
、
○
○
○
円
、

母
子
、
準
母
子
年
金
が
一
九
、

二
○
○
円
、
遺
児
年
金
が
一

二
、
○
○
○
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。⑥

そ
の
他
の
改
正

事
項

ま
ず
、
福
祉
年
金
に
つ
い
て

で
す
が
、
拠
出
制
の
準
母
子
年

金
と
同
様
に
、
準
母
子
福
祉
年

金
が
つ
く
ら
れ
、
現
在
準
母
子

の
状
態
に
あ
る
祖
母
や
姉
に
対

し
て
す
ぐ
に
年
額
一
二
、
○
○

○
円
の
準
母
子
福
祉
年
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

次
に
福
祉
年
金
の
支
給
制
限

も
緩
和
さ
れ
、
受
給
権
者
の
所

得
制
限
額
十
三
万
円
に
『
子
又

自
衛
官
募
集

た
だ
い
ま
陸
上
、
海
上
、
航

空
自
衛
官
の
矛
四
次
募
集
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
奮
っ
て

応
募
下
さ
い

一
、
受
付
期
間

打
年
１
月
那
日
永
暴
市
役
所

総
務
課

二
、
応
孫
資
格

㈹
諏
年
１
月
１
日
現
在
で

十
八
才
以
上
二
十
五
才
未

満
の
者

伺
新
制
中
学
卒
業
程
度
以

上
の
学
力
を
有
す
る
者

詳
細
に
つ
い
て
は
市
役
所
総

務
課
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

は
孫
一
人
に
つ
き
、
一
五
、
○

○
○
円
が
三
○
、
○
○
○
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

又
、
母
子
、
準
母
子
福
祉
年

金
は
、
同
一
世
帯
に
二
五
才
以

上
の
子
供
が
い
る
と
支
給
を
止

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
改

正
に
よ
り
、
二
五
才
以
上
の
子

に
前
年
の
所
得
が
五
○
万
円
以

上
あ
る
時
の
典
支
給
が
停
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

拠
出
制
の
遺
児
年
金
に
つ
い

て
も
、
年
金
額
七
、
二
○
○
円

か
ら
一
二
、
○
○
○
円
に
増
額

さ
れ
、
未
支
給
年
金
に
つ
い
て

も
請
求
の
出
来
る
遺
族
の
範
囲

の
拡
大
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
前
納
制
度
に
つ
い
て
も

従
来
は
、
納
付
害
に
よ
る
現
金

納
入
の
み
が
認
め
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
般
の
改
正
に
よ

り
割
引
印
紙
が
出
来
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
て
、
希
望
す
れ

ば
何
時
で
も
印
紙
に
よ
る
前
納

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

市
福
祉
事
務
所

国
民
年
金
係

’

一
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成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
ゑ

な
さ
ん
に
対
し
て
、
心
か
ら
祝

福
申
し
上
げ
ま
す
。

昔
な
ら
元
服
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
民
法
矛
三
条
で
も
「
満
二

○
才
を
も
っ
て
成
人
と
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

親
権
に
服
す
こ
と
が
な
く
な
り

自
由
人
と
し
て
完
全
な
行
為
能

力
を
与
え
ら
れ
て
、
国
政
の
一

翼
を
に
な
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。し

か
し
、
反
面
、
社
会
で
は

今
ま
で
の
よ
う
に
子
ど
も
と
し

て
甘
や
か
さ
れ
た
り
、
保
護
し

た
り
し
て
く
れ
ま
せ
ん
、
し
た

が
っ
て
、
重
大
な
責
任
を
背
お

う
こ
と
に
な
る
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
、
私

の
自
由
で
す
。
と
い
う
わ
け
で

軽
は
ず
ゑ
な
行
為
を
し
た
と
し

た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
、

だ
れ
か
ら
も
信
頼
さ
れ
な
い
人

間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

正
義
を
追
求
し
、
隣
人
を
愛

し
、
人
か
ら
も
愛
さ
れ
る
人
に

な
る
よ
う
、
社
会
に
で
て
も
、

家
庭
の
中
に
あ
っ
て
も
、
責
任

あ
る
立
派
な
行
動
を
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人

間
の
価
値
と
い
う
も
の
は
「
役

に
立
つ
人
」
と
い
う
こ
と
で
き

ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

承
な
さ
ん
は
、
こ
ん
ど
選
挙

妻季毒蕊審号；

罵隷裳

権
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
が

政
界
の
現
状
を
ゑ
て
ど
の
よ
う

に
感
じ
ま
す
か
。

新
憲
法
に
よ
っ
て
選
挙
権
が

拡
大
さ
れ
て
か
ら
こ
ん
に
ち
ま

で
、
何
百
万
人
の
若
い
人
灸
が

社
会
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
受
入
れ
た
社
会
が
よ

ど
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

な
か
な
か
政
治
の
浄
化
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
浄
化
が
で
き
な

い
ど
こ
ろ
か
、
憤
慨
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
態
と
も
い
え
ま
し
よ

淀
ｈ
ノ
。

成
人
の
日

一
ホ
ー
ー
フ

今
日
ば
パ
パ
の
お
と
な
に
な
っ
た

お
祝
い
の
日
よ
」 総

; ﾐ i

瀧 蕊

市
立
才
一
幼
靴
園
で
は
、
昭

和
三
十
七
年
度
の
園
児
募
集
を

次
の
要
伽
で
行
な
い
ま
す
。

一
、
募
集
人
員
九
十
名

一
、
応
募
資
格
本
市
内

に
居
住
し
、
昭
和
三
十
七

年
四
月
一
日
ま
で
に
、
満

五
才
と
な
る
者

一
、
応
募
手
続
保
識
者

は
、
所
定
の
入
園
許
可
願

に
幼
児
の
住
民
票
抄
本
を

添
え
本
園
へ
提
出
す
る

一
、
募
集
期
間
昭
和
三

十
七
年
二
月
十
二
日
か
ら

同
月
二
十
一
日
ま
で

一
、
入
園
許
可
の
条
件

㈹
園
医
の
健
康
診
断
を
受

け
身
体
強
健
で
、
伝
染
性

疾
患
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
こ
と

河
本
園
か
ら
の
距
離
が
余

国
民
主
権
を
基
礎
と
す
る
新

憲
法
の
も
と
で
は
、
選
挙
権
は

私
た
ち
の
も
っ
て
い
る
根
本
的

な
権
利
で
あ
っ
て
、
政
治
を
よ

く
し
て
私
た
ち
の
社
会
を
住
み

よ
い
幸
福
な
も
の
に
す
る
の
も

反
対
の
方
向
に
導
く
こ
と
も
、

選
挙
権
の
行
使
り
し
か
に
た
か

か
っ
て
い
ま
す
。
象
な
さ
ん
の

新
鮮
な
感
覚
を
も
っ
て
、
ど
う

か
政
治
の
浄
化
・
か
で
き
ま
す
よ

う
、
期
待
し
て
お
り
主
十
・

悪
魔
が
人
を
お
と
し
入
れ
る

と
き
は
、
そ
の
は
じ
め
に
次
の

四
つ
の
い
い
ぐ
さ
の
う
ち
一
つ

園
児
募
集

’

を
も
っ
て
す
る
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
染
な
さ
ん

の
日
常
の
行
勅
に
お
い
て
、
あ

て
は
め
て
碓
て
く
だ
さ
い
。

①
だ
れ
で
も
す
る
こ
と
だ

か
ら

②
小
さ
い
こ
と
だ
か
ら

③
ま
だ
若
い
か
ら

④
た
っ
た
一
度
だ
か
ら

世
の
中
を
少
し
づ
つ
で
も
よ

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
覚
悟
で

こ
れ
か
ら
の
大
切
な
意
義
深
い

人
生
を
つ
ね
に
夢
を
抱
い
て
元

気
に
す
す
む
よ
う
願
っ
て
い
ま

十
。１

，
１

り
遠
く
な
く
、
幼
児
の
心

身
面
や
幼
靴
園
の
経
営
上

に
支
障
を
釆
さ
な
い
と
判

断
さ
れ
る
こ
と

俗
保
謹
者
が
入
園
金
（
一

回
五
百
円
）
と
授
業
料

（
月
額
五
百
円
）
、
そ
の

他
必
要
な
諸
経
蛍
を
、
納

期
日
ま
で
に
完
納
で
き
る

声
」
う
シ
」

（
備
考
）
幼
児
を
入
園
さ
せ
た

い
方
は
、
募
集
期
間
中
、
本
園

へ
お
出
で
願
い
ま
す

う尚愛彰愚綾轟

蕊
蝿舜

さ一…P

子供たちの画く納税ポスター

を
少
し
で
も
緩
和
し
よ
う
と
こ

の
ほ
ど
黒
尾
工
務
店
と
請
負
契

約
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
矛
２
種

木
造
三
十
戸
、
工
事
費
一
千
百

万
円
が
投
入
さ
れ
完
成
は
三
月

三
十
一
日
ご
ろ
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
は
市
内
有
明

町
三
丁
目
六
四
番
地
で
す
。

一
月
十
五
日
の
成
人
の
日
は
新

ら
し
く
成
人
と
な
る
人
の
た
め

に
、
社
会
人
と
し
て
の
栄
誉
と

責
任
と
を
自
覚
し
、
豊
か
な
教

養
と
た
く
ま
し
い
実
践
力
と
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を
祈
り

祝
福
激
励
す
る
た
め
の
日
で
あ

り
ま
す
。

当
市
に
於
て
は
高
萩
市
、
高

萩
市
教
育
委
員
会
、
高
萩
市
連

合
青
年
会
、
高
萩
市
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
共
催
の
も
と
に
、

一
月
十
五
日
（
月
）
高
萩
高
校

体
育
館
に
於
て
挙
行
い
た
し
ま

す
。

当
日
は
受
付
の
午
前
九
時
よ

り
開
会
ま
で
の
間
成
人
者
を

祝
福
し
て
、
高
萩
市
民
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
演
奏
、
高
萩
市
連
合

青
年
会
の
コ
ー
ラ
ス
等
を
催
し

ま
す
の
で
早
目
に
御
出
か
け
下

’ 成
人
式
典

’

◎
今
年
も
市
営
住
宅

三
十
戸
が
立
て
ら
れ

ま
す
。
市
の
住
宅
難

今
年
も
市
営
住
宅

三
十
戸
を
設
建

◎
上
手
綱
上
穂
町
地
内
用
水
路

改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
工

事
費
三
十
八
万
七
千
円
を
投
入

し
て
笠
井
組
と
契
約
が
結
ば
れ

ｎ
月
泌
日
か
ら
施
行
さ
れ
２
月

２
日
が
完
成
の
予
定
で
す
。

さ
い
。なお当日は成人該当者（昭和十六年一月十六日よ

り
昭
和
十
七
年
一
月
十
五
日
ま

で
の
出
生
の
者
）
五
八
七
名

（
男
三
二
○
名
女
二
六
七
名
）
一

の
晴
れ
の
門
出
を
祝
福
し
て
市
一

民
の
皆
様
に
は
各
戸
に
国
旗
を

掲
揚
し
て
高
萩
市
を
旗
の
波
で

埋
め
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。 （ ’心配こ'と相談朗今

月
の
納
税

一
月
三
十
一
日
ま
で

市
民
税
矛
四
期

健
康
保
険
税
矛
四
期

高萩市研修会舘

314-


